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日

と

り

の

に

と

の

ま

の

は

う

な

。

フ

ど

，

，
か

主

る

も

た

り

つ

く

い

う

た

マ

に

け

ら

分

は

め

は

つ
あ

い

多

と

よ

し

ス

上

受

た

か

し

深

動

な

が

は

の

だ

の

ま

テ

地

を

来

る

た

つ

そ

て

し

所

ダ

行

日

い

え

や
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つ

ま
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ン

へ

の

思

考

に

た

よ

れ

る

工
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く

と
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し

に

ら

れ
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。
し

い

神

ま

入

め

ら

身

に
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お

た

て

じ
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強

じ

自

め

よ

ど

き

め

感

殿

が

感

分

た

し

ち

行

　

を

活

く

画

ち
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の

そ

れ

プ

・の

ト

が
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。
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た
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つ
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神
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０

。

，

鼠
態

鋤熟

瓢
婦

泊

は

ド

グ

待

し

に

屋

ツ

の

期

ま

ル

部

べ

ち

を
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騎
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ど
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り
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た
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し

た

と
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ル
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テ
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，

・

ス

て
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い
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ち

。
具

は

に

象

た

た

家

で

中

印

，
の

の

一

蝶
醒

達

濠

鳥

つ

懸
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を
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に
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回
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を
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を
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懇
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証
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れ
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暢
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に
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が
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を
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。
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て
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Ｑ
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懸
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て
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を
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を
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を
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西

一

ん

リ

ア

へ

ま

わ

う

マ

を

等

１８
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懇
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Ａ
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塵
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も
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が
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Ｑ
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が
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う
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を
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を

の
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に
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放
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．
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が
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を
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を
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が
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も
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と
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縞
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♂
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を
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と
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嵩
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Ｃ
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ま
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洪
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．
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触
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。
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を
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と
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を

を
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問
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ど
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を
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西
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が
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を
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迎
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に

は

ま

て

ル

わ

の

，
福

。
の

の

許

さ

中

女

い

え

カ

に

コ

に

て

獅陥㈹邸魚囎㎝雌㎜

欝
羅
灘

つ

を

は

の

は

道

州

。
会

ク

の

ぞ

宗

ち

か

け

ら

神

し

伝

オ

た

教

ッ

ル

。
改

た

向

ひ

彼

て

た

で

イ

し

の

リ

テ

た

に

人

へ

に

。
し

わ

部

ハ

ま

ド

ブ

ホ

し

音

の

タ

れ

す

と

道

オ

し

ン

パ

一

ま

福

そ

リ

掛

シ

』

ト

ｍ

ナ

ラ

品

紅

ノ

　

・

φ

ン

ユ

用

Ｇ

翫

イ

ニ

引

●

「

『

の

払
窒

認

リ

。

ｗ

航

，

蘇

調

朋

ー

恥

ｒ

ル

卸

司

、

皿

ナ

７３

す

一

面

ヨ

ー９

仰信のへ栄繁

こ

徒

を

に

し

ユ

る

聖

々

う

面

，

ま

日

人

よ

直

は

ど

末

の

る

に

語

と

た

ら

げ

害

物

に

し

れ

遂

迫

の

地

示

そ

を

や

練

た

を

は

展

対

試

し

仰

会

発

反

の

宗

信

教

に

。
ら

改

て

。
後

た

彼

は

つ
す

て

し

の

に

よ

ま

し

ま

き

中

に

い

と

り

と

と

も

核

な

た

号朗脚旧
１８

削遡劉



統伝のちたしたわのπ飢に仰信

　

な

る

な

実

１３

移

の

大

ク

警

ら

忘

す

し

も

は

き

と

彼
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ど
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を
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を
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人が い ます 。 この教 会 は その よ うな 目

的 の ため に あ るので す。 それ は,た と

え誘 惑 に負 け そ う に な っ た と して も,

わ た した ちが 正 し く良 い思 い を持 って

自分 の 足 で堂 々 とま っす ぐに立 つ こ と

が で きる よ うに助 け合 う こ とで す。｣

4時 間 に わ た っ て 開か れ た神 権 者 訓

練集 会 にお いて,ヒ ンク レー 大 管長 は

出席 した615人 の指 導 者 に対 して,会

員 た ちの霊 性 を築 くこ とに努 力 を集 中

す る よ うに と勧 告 した。 さ らに,『 聖

書 』 と 『モ ルモ ン書 』を読 む と同 時 に,

預 言者 ジ ョセ ブ･ス ミス に 関す る書 物

を読 む よう に勧 告 した 。

｢祈 り,人 々 に奉 仕 す るこ と,そ し

て皆 さんの ワ ー ドの会 員 た ち,特 に若

人 に対 して 手 を差 し伸 べ,彼 らの心 を

つ か む ため に努 力 して くだ さる よ うに

強 くお願 い します 。一 人 一 人 の若 人 と

話 す 時 間 を取 って くだ さい｣と 大管 長

は述べ た。

ブリガム･ヤ ング大学での

礼拝集会

ブ リガ ム･ヤ ン グ大学 マ リオ ッ トセ

ンター を埋 め た学 生 と教 職 員 を前 に し

た ヒ ンク レー 大管 長 は,平 凡 な存 在 に

甘 ん じる こ との ない よ うに と学 生 た ち

に勧 告 した。｢皆 さん は確 か に 善 良 な

人 々 です 。｣大 管 長 は 礼 拝 集 会 に 出 席

した2万2,000人 を超 える人 々に語 った。

｢け れ ども善 良 で あ る とい うだ け で は

不十 分 です 。 い ずれ か の分 野 で人 々の

た め に な る 存 在 で な け れ ば な りま せ

ん。 世 の 中 に貢 献 しなけ れ ばな りませ

ん。 皆 さんが い る こ と に よって世 界 は

よ り良 い所 とな り,皆 さん の持 つ善 が

ほか の人 々の 問 に広 まっ てい か な けれ

ばな りませ ん。 ……
やみ

様 々 な問題 が満 ちあ ふ れ,絶 えず 闇

と邪 悪 の 挑戦 に さ らされ てい る現 在 の

世 の 中 にあ っ て,皆 さん は平 凡 な存 在

で は な くそ れ以 上 の 人 にな る こ とが で

き,ま た そ う な ら な け れ ば な り ませ

ん。｣大 管 長 は さ らに続 けて,次 の よ

う に語 っ た 。｢皆 さ ん は社 会 の 中 に入
おく

り込 み,正 しい こ とを臆 す る こ とな く

はっ きり と言 う こ とが で きます 。

じっ と座 って,… …世界 が 無 目的 に

さ ま よって い るの を傍 観 して いて は な

りませ ん。世 界 は,世 界 を救 う こ との

で きる価値 あ る もの につ い て臆 す る こ

とな く話 す皆 さん の力 と勇気,声 を必

要 としてい る のです 。｣

ヒ ンク レー大 管 長 は,出 席 者 一 人一

人 に 対 し て 次 の よ う に 訴 え て い る。

｢わ た した ち の文 明 を光 り輝 く もの に

変 え,わ た した ちの生 活 に慰 め と平 安

を与 え る教 え を人 々 に語 る こと に よっ

て社 会 の指 導者 にな っ て くだ さい 。皆

さ ん は指 導 者 に な る こ とが で き ます 。

この教 会 の 会員 で あ る皆 さん は,教 会

が 主張 す る教 え に関 して指 導者 で な け

れ ばな りませ ん。 … … あ らゆ る真 理 の

敵 は皆 さん の努 力 し よう とす る気 持 ち

に迷 い を生 じさせ る こ とで し ょう。 し

か し,そ の よ う な恐 れ を捨 て 去 って,

真 理 と義 と信仰 の大 義 を推 し進 め る勇

気 を持 って くだ さい。 生 活 をこ の よ う

に変 え る こ と を今 決 意 して くだ さい 。

そ うす れ ば,今 後 この こ とで思 い悩 む

必 要 は な くなる のです 。｣

八ロル ド･B･リ ー記念図書館の

鍬入れ式

ヒ ン ク レ ー 大 管 長 は 第 一 副 管 長 の ト

ー マ ス･S･モ ン ソ ン長 老 ,第 二 副 管

長 の ジ ェ ー ム ズ･E･フ ァ ウ ス ト長 老

と と も に ヘ ル メ ッ トを か ぶ り,ブ リ ガ

ム･ヤ ング 大 学 構 内 の ハ ロ ル ド･B･
くわ い

リー記 念 図書 館拡 張工 事 の鍬 入 れ式 に

参 加 した。

ヒ ンク レー大管 長 が語 っ た拡張 計 画

に よる と,約2万2,000平 方メ ー トル に

｢妻

及 ぶ拡 張 部 分 に は大学 が所 有 す る貴重

な資 料,保 存 が困難 な資料 を保管す る書

庫,広 範な資料 を集 めた家族歴 史図書館,

家政 学,家 庭科 学,社 会科 学 に関す る資

料 の書庫,200の 座 席 を有 す る講 堂,400

台 の ター ミナル を持つ コンピュー ター室

を2室,最 新 のエ レク トロニ クス技術 を

採 り入 れ た4室 の教室 が設 け られ る。建

物 の大 きさは10の ス テークセ ンターに匹

敵 し,建 築 費用 は10の ステー クセ ンター

の建 築費用 を上回 るが,個 人 の寄付 金 に

よ り賄われ るこ とをヒ ンクレー大 管長 は

付 け加 えた。

モ ンソ ン副 管長 は話 の 中 で建 物 の名

称 に触 れ て,｢ハ ロ ル ド･B･リ ー大

管 長 に対 して ささ げ る称賛 にふ さわ し

い｣施 設 で あ る と述 べ た。

｢こ れ は偉 大 な業 績 を残 した 人 にふ

さわ しい 施設 にな る こ とで し ょう｣と

モ ンソ ン副 管 長 は続 け て い る 。｢ハ ロ

ル ド･B･リ ー 大 管長 は,神 の 真 理 に

関 して 生 きた教 科書 で した。 彼 は常 に

教 え,常 に解 き明 か し,自 らが 教 え る

こ とを常 に実 行 して い ま した。 主 を よ

く知 った 人 で した 。 いか な る と き も主

の前 に正 しい 人で した 。｣

フ ァウ ス ト副 管 長 は,図 書館 は｢こ

の特 別 で,す ば らしい,独 特 な 『主 の』

大学 の宝 の一つ に数 え られ る ように な

るで し ょう｣と 述べ た。

独身成人ファイヤサイ ド

ヒ ン ク レ ー 大 管 長 は ソ ル ト レー ク･

繍
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海の島々が奉献され,キ リバス

に最初のステークが組織される
二使 徒 定 員会 のL･ト ム･ペ リ

十 一 長老 は8月
,キ リバ ス に 最 初

のス テー クを組織 した。 ペ リー長 老 は

前 日,太 平洋 諸 島の キ リバ ス,ナ ウル,

ツバ ル,ト ケ ラ ウ,ウ ォ リス,フ ツナ,
の

バ ヌ ア ッ を福 音 を宣 べ伝 え る地 と して

奉献 した。

タラ ワ･キ リバ ス ステ ー ク は タラ ワ

に本拠 地 を置 く。 タ ラ ワは 日付 変更 線

と赤 道 が 交差 す る地 点 に あ り,幾 つ か

の小 島が 集 ま って構 成 され てい る。 同'

地 はキ リバ ス 諸 島共 和 国 を構 成 す る3
さん ご しょう

つ の ミク ロネ シア珊 瑚 礁 群 の一 つ で,

太 平 洋 中 央 部 に520万 平 方 キ ロ に わた

って広 が る環礁 の 中 にあ る。

タラ ワに福 音 が最 初 に紹介 され たの

は約25年 前 で,現 在 は 共和 国 の 人 口7

万 人 の う ち,約4,600人 が 教 会 員 とな

って い る。新 しい ス テー クを構 成す る

の は,キ リバ ス 共和 国 の全 人 口 の3分

の2の 人 々 が 生 活 す る タ ラ ワ に住 む

2,400人 の 教会 員 であ る。

ペ リー 長老 は福 音 を宣べ 伝 え る地 と

して6か 所 の 諸 島 を 奉 献 した 。｢あ な

た が この 地 上で 子 らのた め に定 め られ

た 福音 の真 理 は単純 明 快 で あ る に もか

か わ らず,様 々 な解 釈 を主張 して争 う

世 の 中か ら,あ なた は これ らの 島 々 を

隔 離 して こ られ ま した｣と ペ リー 長老

は奉 献 の 祈 りで 述べ て い る 。｢愛 す る

父 よ,永 遠 の福 音 の偉

大 な 真 理 が こ れ ら の

島 々 で確 立 され て い る

こ と を心 か ら感 謝 し ま

す 。｣

ペ リー長 老 は キ リバ

ス で の任 務 を終 えて 帰

国 して か ら,こ の よ う

に述 べ て い る 。｢島 々

の 末 日聖徒 の 間 には 一

致 の 精 神 が み な ぎ って

い ま した。 わた しは霊

の 高 ま りを抑 え切 れ ませ ん で した。 島

を訪 れ て人 々 に会 った ら,き っ と皆 さ

ん も涙 が あ ふ れ て くる の を抑 え られ な

い で し ょう。 わ た しは彼 ら を好 きに な

りま した。現 在 の 教 会 の中 に こ の よ う

な人 々が い る とは考 え て もみ ませ ん で

した。

主 は海 の 島 々 にい る人 々 に対 して き

っ と大 きな愛 を抱 い て お られ る こ とで

しょ う。 主 は 聖典 の中 で その こ とを繰

り返 し述 べ て お られ るか らで す。 これ

らの 島 々に お け る教 会 の成 長 を見 る と

きに,主 の 約 束が 現 在 成就 され つつ あ

る こ とを感 じます 。｣□

瓢

ステーク設立のためキリバスを訪れたL

するモロナイ高校の生徒たち

急 儀

トム･ペ リー長 老を歓 迎

ハンガリーを訪れた

ホランド長老

十
二 使 徒 定 員 会 の ジ ェ フ リー･

R･ホ ラ ン ド長 老 は先 ご ろハ ン

ガ リー を訪 れ,同 国 の 約1,000人 の教

会 員の 歓迎 を受 け た。

ホ ラ ン ド長老 は 自由の戦 士 と して近

代 ハ ンガ リー 国家 を築 い た人 々 を称 賛

した後 に,ハ ンガ リーの教 会員 と宣 教

師 も同様 に,自 由 を得 るた め に力 を尽

くしてい る と述 べ て い る。神 殿 の結 び

固め の儀 式 の大 切 さ に も触 れ て い る。

ホ ラ ン ド長老 は一 人 の若 い母 親 と子 供

を壇 上 に招 いて,子 供 を腕 に抱 きなが
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ボスニア駐留軍人 を訪 れたジ ェフリー･R･ホ ラ ン ド長 老

ら,結 び 固 め の きず な は 強

い力 で結 ばれ てお り,｢わ た

した ち が 交 わ す 聖約 に患 実

で あ る な らば,い か な る力

もこ れ を断 ち切 る こ とは で

き ませ ん。 天 父 は す べ て の

家 族 が 聖 な る神 殿 で 永 遠 に

結 び 固 め られ る よ う に一 つ

の計 画 を用 意 して お られ ま

す｣と 説 明 した。

ホ ラ ン ド長老 は 会 員 た ち

に 人 々 と福 音 を 分 か ち合 う
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よ うに奨 励 して い る 。｢人 々が これ ら

の真 理 を知 るに は,皆 さん を通 して し

か ほか に方 法 があ りませ ん。 ハ ンガ リ

ー の人 々 は
,安 全 が得 られ る こ とを知

り,福 音 に よって 明 らか に され てい る

ように,皆 さんの 手 か ら子 供 た ちが取

り上 げ られ る ような こ とは決 して ない

こ とを知 る権 利 が あ ります 。｣

ハ ンガ リー の ブ ダペ ス トでの集 会 を

終 えた 後,ホ ラ ン ド長 老 は七 十 人定員

会 のデ ニ ス･B･ノ イエ ンシ ュバ ンダ

ー 長老 と妻 の レア ン･ク レメ ン ト･ノ

イ エ ン シュバ ンダー姉 妹 とと もにハ ン

ガ リー の タサ ー ル を訪 れ,同 地 に住 む

約20人 の教 会 員の歓 迎 を受 けた。 ここ

で 開か れ た集 会 には,ク ロ アチ ア の国

境 地域 お よび ボス ニ アヘ ル ス ゴビ ナの

セ ル ビア入 支 配地 区 に駐留 して い る男

女 の兵士 たち が駆 けつ け てい る。

ホ ラ ン ド長老 は この後,ボ ス ニ アの

ル ツ ラ を訪 れ て,同 地 の基地 に駐 留 し

て い る約70人 の ア メ リカ軍 関係者 と会

っ てい る。 □
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ちの 関心 が大 き く高 まっ て い ます。 ア

ジア の ほ とん どの 国 には,先 祖 を尊 敬

し,あ が め る文化 が ある た め,こ の活

動 は人 々の心 を と らえる きっか け に な

る と思 い ます 。 教会 員 は 家族 歴 史 セ ン

ター の設 置 に も積 極 的 で あ り,ま た そ

れ を活 用 す る だけ で な く,ほ か の宗 教

の 人 々に も利用 を 呼 び か け て い ま す。

多 くの教 会員 は時 間 と労力 に余 裕 が あ

るわ けで は あ りませ んが,非 常 に精 力

的 に家 族 歴 史 活 動 を実施 して い ます。

こ う した努力 は,会 員 た ち の生 活 に祝

福 を もた ら し,ま た教 会 の発 展 に大 き

く寄与 す る こ と にな るで あ ろ う と考 え

てい ます。

家族 歴 史活 動 と と もに,韓 国･ソ ウ

ル神殿 と東京 神 殿 は引 き続 き会 員 た ち

の霊 的 な よ りど ころ とな っ て い ます 。

多 くの ステ ー クで は新 レい 改宗 者 に対

して死 者 の た めの バ プ テス マ を執 行す

る こ とを奨励 して い ます 。 この 儀式 に

参 加 す る こ とに よっ て彼 らは,自 身 の

エ ンダ ウ メ ン トを受 け,家 族 と結 び 固

め を受 け るた め に早 い機 会 に再 び神殿

を訪 れ たい とい う気 持 ち を抱 くよ うに

なっ てい ます。｣

第2世 代の教会員の活躍

会 員 た ち はほ か に どの よ うな点

で力 をつ け てい ますか 。

｢日 本 と韓 国 にお ける 開拓 者 と して,

第1世 代 の 教 会 員 が,犠 牲 と努 力 を積

み重 ね て きた 実 りが 数多 く見 られ る よ

うに な って い ます 。 す で に第2世 代 の

会 員 た ち は力 をつ け て きてお り,宣 教

師や 指導 者 の か な りの部 分 を占 め る よ

うにな って い ます 。 日韓 両 国 の専 任 宣

教 師 の4分 の1以 上,日 本 の 宣教 師訓 練

セ ンター に入 る青 年男 女 の3分 の2以 上

は第2世 代 の教 会員 です 。

韓 国 で は,大 学 を休 学 して伝 道 に

出 る学 生 た ちは伝 道 を終 えて復 学 す る

ことが 非常 に困難 な場 合 が 多 い ので す

が,彼 らは この犠 牲 を払 う決意 を して

伝 道 に出 てい ます 。 さ らに韓 国 のすべ

て の青 年 男 子 に は3年 間 の 兵役 義務 が
あかし

あ ります。 信仰 と不屈 の証 を もって 堪

え忍 ん で きた第1世 代 の 改 宗 者 は,世

界 中の 末 日聖徒 と同様 に強 さを持 って

い ます。

若人が直面するチャレンジ

結婚を優先させることで

得 られる祝福

若 く して 教 会 に加 わ る人 々 も大 きな

力 とな って い ます 。生 活 費 の高 騰 教

育 と就 職 に まつ わ る様 々 な障害 が 理 由

で,ア ジ アの 国 々の多 くの 若者 は,結

婚 す る時 期 を次 第 に遅 らせ て い ます 。

教 会指 導 者 は,こ の社 会 的 傾 向 に よっ

て 教会 内 に も独 身 者 が増 えて い る こ と

に警鐘 を鳴 らす一一方 で,結 婚 を優 先順

位 の第1位 とす る よ う教 え,励 ま して

い ます。 結 婚 して家族 を築 くこ とを優

先 させ る末 日聖徒 は,祝 福 を受 けて い

ます。 彼 らは 天父 の計 画 に従 っ て生 活

す るため の努 力 を したか らで す。

最近 教 会 に加 わ った あ る大学 生 の 体

験 か ら,日 本 と韓 国 の多 くの若 い改 宗

者 が どの よ うに勇 気 を発 揮 して い るか

を説 明 しま し ょう。 この学 生 は,い わ

ゆ る 過 激 派 グ ル ー プ に入 っ て い ま し

た。 ア ジ ァ をは じめ とす る各 地域 で は

英 語 ク ラス を伝 道 活 動 の一 環 と して 行

って い ます が,彼 らは宣 教 師 の誘 い を

受 けて,お も しろ半 分 に 出席 す る こ と

に しま した。 こ の青 年 は続 けて 出席 す

る こ と を決 意 し,自 分 の 意 志 で,2回

目の英 語 ク ラス に 出席 しま した。 彼 は

末 日聖徒 の 聖 典 か ら間違 い を見 つ け出

そ う として研 究 を始 め ま した。しか し,

彼 は問違 い を見 い だせ ず,や が て教 会

の教 え に改 宗 しま した。 両 親 は息 子 が

この新 しい 宗 教 に入 っ た ため に もっ と

反 抗 的 に な るの で はな いか と心 配 しま

した。 また友 人 た ちは,彼 を翻 意 させ

る ため にバ プテ スマ の 行 われ た 同 じ晩

に過 激派 の 集 会 を 開 き ま した。 けれ ど

も彼 は,正 しい と知 った こ と を貫 き ま

した。 さ らに,両 親 と二人 の 友 人が 彼

の生活 の 変化 に強い 印象 を受 け,最 近,

宣教 師か ら福音 を学び始め ました。

日本での伝道100周 年を

記念するための準備

日本 の会 員 た ち は彼 らの歴 史 上 の大

切 な節 目を祝 う準 備 を して い ます。 日

本 伝 道 部 は1901年,ヒ ーバ ー･J･グ

ラ ン トに よ って 開設 され ま した。2001

年 に 日本 に お け る教 会 の100周 年 記 念

行 事 を行 う ため に準 備 委 員会 が組 織 さ
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れ てい ます 。 委員 会 で は歴 史 的 な 出来

事 と証 を1冊 の 本 に ま と めて 出版 す る

作 業 を進 めて い ます 。 この本 は会 員 た

ちが 愛読 し,ま た会 員 た ち を啓 蒙す る

こ と だけ を 目的 とす るの で は な く,図

書 館 に寄贈 して広 く一 般 の 人 々に教 会

の歴 史 を知 らせ る こ と を 目指 して い ま

す。

教会員の数々の人道的行為

会 員 た ちの 力 を説 明 す る の に彼 らが

行 って きた数 々の 入道 的 な行 為 を挙 げ

な い わけ に はい き ませ ん 。 そ う した働

きに よっ て多 くの 人 々 に活力 と希 望 を

与 え て き ま した。 日韓 両 国 とも,会 員
じゅうぶん

た ちが納 め る什 分 の 一 と断 食献 金 によ

っ て財 政 的 に 自立 して い ます。 両 国 の

献金 は,世 界 の ほ かの 地域 に おい て教

会 の成 長 と支 援 の ため に使 わ れて い ま

す。 阪神 大震 災 の 際 の教 会員 の対 応 か

ら,彼 らは援 助 を必要 と され れ ば,い

つ で も実 行 で きる準 備 を整 え てい た こ

とが分 か ります 。 会員 たち は仮 設 住宅

や無 料 食 堂 の建 設 を手 伝 い,ま た 日本

全 国 の会 員 た ちか ら食 料 品,衣 類,医

薬 品 があ ふ れ るば か りに届 け られ ま し

た 。 会 員 た ち は3週 間 に わ た っ て20リ

ッ トル入 りの ポ リ容器 に水 を入 れ て被

災地 まで 運 び ま した。1995年2月 の第1

日曜 日に アジ ア北 地域 のすべ ての 会員

は特 別 に断食 して,地 震 の被 災 者 の た

め に献 金 し ま した 。 こ の被 災者 の 中 に

は家 を失 った60人 の教 会 員 も含 まれ て

い ます 。

外国人社会の力

日韓 両 国 の会 員 た ち の力 は,両 国 に

住 ん でい る外 国人社 会 の中 に も見 るこ

とが で き ます 。 東 京 に は,英 語 で 集会

が 行 われ て い る ワー ドが3つ あ ります 。

英語 を話 す軍 人 の た め の地 方 部が 日本

に 二 つ,韓 国 に 一一つ あ ります 。 また,

日本 で は,ブ リガム･ヤ ン グ大 学 が企

業 実習 プ ログ ラム を実 施 して成 功 を収

め て い ます。 こ こで,ブ リガ ム･ヤ ン

グ大学 の 学生 た ちは,教 会 の大 使 と し
せいさん

て頑 張 って い ます 。軍 人 地 方 部の 聖餐

会 出席 率 は,80パ ー セ ン トとい う高率

に達 して い ます 。 この数 字 か ら,彼 ら

が どれ ほ ど熱心 に教会 活 動 に携 わ って

い る か を理解 す る こ とが で きる と思 い
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で1997年 に末 日聖 徒 イ,エス･キ リス ト

教 会 の会員 は,開 拓 者 た ちが 時代 と地

域 にかか わ りな く教 会 に さ さげ た,信

仰 と献 身 の大 い な る受 け継 ぎを祝 い ま

す。 開拓 者 とは,教 会 の確 立 を助 け る

世界 中 の人 々 を指 します。 さ らに,現

在 と将来 にわ た って主 の 業 を推 し進 め

る人々 は,熱 心 に開拓 者 の示 した 諸徳

を見習 うで しょう。｣(大 管 長会 の 手紙,

1995年1月20日 付 け)こ の 記 念 祭 の テ

ー マは｢信 仰 こめ て,一 歩 ずつ｣で す 。

大 管 長 会 の こ の手 紙 に は,『 開拓 者

150年 記念 祭 ガ イ ドラ イ ン』 と題 す る

資 料が 同封 され て い ま した。 この ガ イ

ドライ ンには,｢こ の盛 大 な行事 を祝 い,

現 代 と過 去 の教 会 の 開拓 者 た ち を しの

んで信 仰 を強 め るの に役 立つ｣(同 上)

個 人,家 族,教 会 のユ ニ ッ トの ため の

活動の概 要が提案 されてい ます。

｢開拓者から受け継ぐ奉仕の日｣

この記 念 祭 のハ イ ラ イ トの 一 つ は,

1997年7月19日(土)に 世 界 的規 模 で 行

われ る奉仕 活 動 の 日で す。 この｢開 拓

者 か ら受 け継 ぐ奉 仕 の 日｣の 目的 は,

開拓 者 の 入植150周 年 の記 念 日を祝 っ

て150時 間 を地域 の奉 仕 活 動 に注 ぐた

め,全 世界 の定 員会,補 助組 織の クラス,

あるい は教会ユ ニ ッ トの参加 を促す こ と

にあ ります。 この活動 に より,世 界 中の

地域社 会 のた めに貢献 す る時 間 は350万

時間 を上 回るこ とになるで しょう。

1996年 夏,十 二使徒 定員会 のM･ラ ッ

セ ル･バ ラー ド長老 は,ワ イオ ミングか

らユ タまで続 くモルモ ン道 に沿い,開 拓

者 たちの足跡 をた ど りま した。バ ラー ド

長老 は次の ように語 ってい ます。｢わ た し

は,わ た したちのひた む きな先祖が,な

ぜ あれほ どのひ どい苦 しみ を味 わいなが

らも,あ のよ うに大変 な障害 に果敢 に立

ち向か っていけ たの か,驚 異 に思 ってい

ました。彼 らが犠牲 を払い,耐 え抜 いた

一つ の理 由は
,わ た したちの ために信仰

とい う遺 産 を残 し,そ れ によって,わ た

したちが全世界 に教 会 を築 く業 を推 し進

め る とい う大切 な責 任 を感 じられ るよ う

にす る ため だ っ たの で は ない で しょ う

か。｣(｢信 仰 こめて,一 歩 ずつ｣『 聖徒 の

道』1997年1月 号,p25)

教会150年 記念祭委員会委員長であ るバ

ラー ド長老 は,ス テーク,ワ ー ド,地 方部,

支部 の指導者たちが,次 回の評議会でこの

議題 を採 り上 げ;会 員 たちが霊的 な充実感

を体 験で きる活動 を選ぶ よう,呼 びかけて

い ます。 また,世 界に広が る開拓者か ら受

け継いだ信仰を確実に守 り続けるよう,会

員たちに勧 めてい ます。

明るい炎を上げて輝くように

バラード長老は教会の開拓者の足跡

に従 うよ う強調 し,次 の よ うに勧 告 し

ま し た。｢彼 らか ら受 け継 い だ信 仰 と

い う遺 産 が 失 わ れ る こ との ない よ うに

しな け れ ばな りませ ん。 開拓 者 た ちの

勇 敢 な生 涯 が,わ た した ちの 心,特 に

若 い 人 々 の心 に 感動 を与 え,真 実 の火

と,主 とそ の教会 へ の揺 る ぎない愛 が,

昔 の 開拓 者 た ちの胸 の中 に燃 えた よう

に,自 分 た ちの 胸 の 中 に も明 るい 炎 を

上 げて輝 くよ うに しよ うで は あ りませ

ん か 。｣(｢信 仰 こ め て,一 歩 ず つ｣

『聖徒 の道』1997年1月 号,p.28)

歴史を学ぶことによって

さ ら に ゴー ドン･B･ヒ ン ク レー 大

管 長 は,1996年10月 の総 大 会 の締 め く

く りの説 教 で,こ う付 言 して い ます 。

｢バ ラ ー ド長 老 が 語 っ た よ う に… …来

年 は,モ ルモ ンの 開拓 者 た ちが1847年

に こ の盆 地 に到 着 した こ と を記 念 す る

年 です 。 思 い起 こ してみ る事 柄 が,た

くさん あ る こ とで し ょ う。 すべ て益 に

な るこ とで す。 わた した ち は皆,過 去

の こ とを思 い起 こ して み る必 要 が あ り

ます 。 わ た した ち は歴 史 を学 ぶ こと に

よ って,過 ち を繰 り返 さない た め の知

識 を得 られ ます。 また,そ れ を基 と し

て,将 来 に備 え られ る よ うに な るの で

す 。｣(｢援 助 の 手 を差 し伸 べ る｣『 聖

徒 の道 』1997年1月 号,p97)□

新 しいロゴ 教会の正式名を改めて強調
み な

救
い主 の 御名 を強 調 した新

しい ロ ゴ の デ ザ イ ンが,

大管 長会 と十 二使 徒 定 員 会 か ら

発 表 され た。

教会広報部長,ブ ルース･L･

オ ルセ ン兄弟 は次 の ように語 っ て

THECHURCHOE 末 日聖徒

IESUSCHRISTイ エス キ リス ト
OFLATTER-DAYSAINTS

教 会

教会の新しいロゴ。教会の教えが救い主を中心としていることを強調している。

い る。｢新 しい ロゴは,教 会の正式名 と,

救い主が教 会の教 えの中心に位置 してお

られ るこ とを改め て強調 してい ます 。そ

してわた した ちの主 イエス･キ リス トへ

の忠誠 につ いて も強調 しています。

3行 にわた るデザイ ンは,字 の大 きさ

の配分か ら見て も,表 示 されてい る位置

か ら見て も,救 い主の御名が 目立つ よう

にな ってい ます 。教会の イメー ジを視覚

的 にい っそうはっ き りとさせ るだ けでな

く,教 会 の名前 が読みやす くなる ように,

また メディア におい て も正 しい認識 が な

され るよ うに,は っ きりと3つ の要 素 に

分け られ てい ます。｣

1838年,教 会の正式名称 はジ ョセブ･ス

ミスに啓示 として明 らかにされた。 しか し

マス コミも世間の人々 も,さ らに教会の会

員 まで もが,長 年 にわた り教会 を｢モ ルモ

ン教会｣と 呼び,会 員を｢モ ルモン｣と 呼

んで きた。その由来 は 『モルモ ン書 一 イ

聖徒の道/1997年2月 号

8

エス･キ リス トについ ての もう

一つ の証』 にある。 また｢末 日

聖徒教 会｣な ど,ほ か の名称で

呼ばれることもある。

オルセ ン兄 弟は次 の ようにも

述べ た 。｢教 会 の 正 式 名 と 『モ ル

モ ン』 をま った く結 びつ け られ ない 人
かしら

が 数多 くい ます 。教 会 の 頭 で ある イエ

ス･キ リス トの御 名が強調 された新 しい

ロゴに よ り,誤 解 が訂正 され,混 乱が解

消 される よう願 ってい ます。

マス コ ミには,報 道 で教 会の名称 を使

用す る際,初 出で は正式 名称 を用 いて く

だ さる ようお願い してい ます。 そ して再

び名 称 を繰 り返す 際 には,『 末 日聖徒 』

と呼んで いただけれ ばと思 います。｣□
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が で きま した。

神殿で主から教えられたこと

翌 日か らの2日 間 の 神殿 訪 問 は,わ

た しに とって オ ア シス で した 。死 者 の

た めに ゆ っ くりと働 く とと もに,二 つ

の こ とを主 か ら教 え られ ま した。 一 つ

は｢仕 事 は大 丈夫 で ある｣と い うこ と,

もう一つ は｢子 供 を教 え る と きに,忍

耐 強 くあ る よ うに｣と い う こ とで した。

神殿 に参入 した 翌週 も忙 しか った の

です が,一 つ の大 きな 山を越 え る こ と

が で きま した。 しか し次 の 山 は さ らに

大 き く,越 え られ そ う もあ りませ ん で

した。 土 曜 日(10月26日)は 夜10時 ま

で働 き,翌 日(10月27日)は 安 息 日で

した ので完全 に休 み ま した。

主に祈 りながらの仕事

月曜 日(10月28日)は 家庭 の 夕べ の

日で した が,夜 中 の1時 ま で働 い て,

仕事 を終 え る こ とが で きま した。 わた

しは その 日一 日中,主 に祈 りなが ら仕

事 を行 い ま した。｢わ た しは あ な た が

命 じ られ て き た こ と を行 っ て き ま し

た。 わた しが この 山 を越 え る こ とが で

きます よ うに。｣

妻 に車 で会社 まで 迎 え に来 て も らっ

て 家 に帰 り,床 に就 い たの は夜 中の3

時 で した。 しか し不 思議 な こ とに火 曜

日(10月29日)に は主 は時 間 を与 えて

くだ さ り,家 庭 の 夕べ を行 うこ とが で

きま した。

水曜 日(10月30日)は また忙 し く,今

度は支部の神権役 員会が あるのに仕事が

なかなか終 わ らず,よ うや く区切 りがつ

いて夜8時40分 に野 並支 部 に着 き,役 員

会に出席 する ことがで きました。

木 曜 日(10月31日),最 後 の 山 を越

え る ことが で き ま した。 毎 日天 父 に祈

りなが ら仕事 を し ま した。 また2日 間

のス テー ク大 会 を無 事 に迎 え る こ とが

で きる よ うに祈 りま した。 主 は神 殿 で

｢大 丈 夫 で す よ｣と 言 わ れ た よ う に,

約 束 を果 た して くだ さい ま した 。

支えとなった二つの聖句

妻 とと もに今 忍耐 強 く子 供 た ち を教

える よ うに努 力 して い ます 。 また,そ

の ような忙 しい 日々の 中,毎 日聖 典 を

読 ん でい る と きに,二 つ の聖句 が わた

しの 大 きな支 え とな り ま した。｢だ れ

も,二 人 の主 人 に兼 ね 仕 え る こ とはで

きない 。 …方 を憎 んで他 方 を愛 し,あ

る い は,一 方 に親 しん で他 方 を う とん

じるか らであ る。 あ なた がた は,神 と

富 と に兼 ね 仕 え る こ と は で き ない 。｣

(3ニ ー フ ァイ13:24)

｢まず 神 の 王 国 と神 の義 を求 め な さ

い。 そ うす れ ば,こ れ らの もの はす べ

て添 えて与 え られ るであ ろ う。

だ か ら,明 日の こ とを思 い煩 って は

な らな い。 明 日の こ とは明 日 自身が 思

い煩 うであ ろ う。 そ の 日はそ の 日の 苦

労 だ けで 十 分 で あ る。｣(3ニ ー フ ァイ

13:33-34)

主はあなたを召された

11月2日 にス テー ク会 長会 が再組 織 さ

れ る とい うこ とで,ア ジ ァ北 地 域 会 長

会 第二 副 会 長のL･エ ドワー ド･ブ ラ

ウ ン長 老 と地 域 幹 部 のゲ ー リー･松 田

長老 が 名古 屋 に来 られ,ス テー ク会長

会,高 等 評議 員,監 督,支 部 長 らが面

接 を受 け ま した 。 わ た し も面 接 を受 け

ま した。家 に帰 り,そ の 日は わた した

ち の22回 目の 結 婚 記 念 日で した の で,

妻 と少 しの時 間一緒 に過 ご しました。

その 後,ス テ ー ク大 会 の神 権 指導 者

会 に出 席す るた め名 東 の ス テー ク セ ン

ター に再 び行 き ます と,ブ ラ ウ ン長 老

が会 い た い との ことで した。 部屋 に入

ります と,ブ ラウ ン長老 は｢主 は あ な

た をス テー ク会 長 に召 され ま した。 あ

な た は,こ の 召 しを受 け られ ます か｣

と聞 か れ ま した。 わ た しは驚 くと と も

に,ど う答 えて よい か分 か りませ ん で

した 。｢も し主 が わ た し を召 され た の

で あ れ ば,喜 ん で この責 任 をお受 け し

ます｣と 答 え ま した 。す る とブ ラ ウ ン

長 老 は｢主 が あ な た を召 され ま した｣

と も う一 度 言 われ ま した。 松 田長 老 も

日本語 でそ の こ とを伝 えて くだ さい ま

した。

わ た しは そ の と き御 霊 に よ り,ブ ラ

ウ ン長 老 と松 田長老 が語 って い る こ と

が真 実 で あ る と知 りま した 。 ブ ラウ ン

長 老 と松 田長 老 と の 問 に は…･致が あ
しもべ

り,確 か に主 の 僕 と して 働 い てお られ

る こ と を御 霊 に よ り知 る こ とが で きま

した。

この 教会 は,主 イエ ス･キ リス ト様

の教 会 で あ り,こ の御 方 を 除い て 天父

の も とに わ た した ち を帰 す こ との で き

る御 方 が い ない こ とを証 します 。 ま た

主 イエ ス･キ リス ト様 は わ た しの罪 の
あがな

蹟 い 主 であ る こ とを証 します。(つ かは

ら･と しひで)

塚原俊英ステーク会長

の紹介
なか こ ま

1948年 山梨 県 中巨摩 郡甲 西町 生ま

れ 。1972年 に改宗(24歳)。 慶 応義

塾 大学 大学 院 にて機 械工 学専攻,修 ±

課 程ll多了。 三菱 重 工 業 株式 会 社 勤務 。

1974年 に渡辺 智恵 子姉 妹 と結 婚 。4

人 の子供 が いる。 長男･千 尋(20歳),

長女･千 春(18歳),次 女･千 明(16歳),

=女･干 里(1丁 歳)
。これ まで 副伝道 部

長,ス テー ク書記,監 督,支 部 長,長

老定 員会 会長 な どの責 任 を果た して き

た。野並 支部所属 。

踊 酔鱗

蓑灘ii麗･轡 ∵

コ懸 灘 …1…1

塚
原
ご
家
族
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分が い ま した。

それ な らと部屋 の 片 隅 に用 意 され て

い た リフ レッ シュ メ ン トをつ ま もう と

した と き,す ぐそ ばに い た片 岡兄 弟 が

声 をか け て くれ ま した。 同 じ我 孫 子 ス

テ ー クで顔 な じみだ っ たか らな ので し

ょう。 それ で わ た した ち は,デ ー トプ

ログ ラ ム の1時 間 を一 緒 に 出 か け る こ

とにな った のです 。

東 京 タワーへ 歩 い て行 き ま した。20

分 ぐらい のつ も りが,た っぷ り40分 は

か か って しまい ま した 。駆 け足 の東 京

タワー デ ー トとな りま したが,帰 り際

に｢あ と2時 間 く らい 取 って い た ら よ

か った ね｣と 言 っ て くれ た言 葉 が,と

て もうれ しか ったの を覚 え てい ます 。

彼 とのお つ きあ い は,い つ もほ んわ

か した幸 せ をわ た しに与 えて くれて い

ま した 。年 齢 の こ と を考 え る と,問 題

が た くさんあ りそ う なの に,な ぜ か そ

.ば に立 って い る と,す んな りと して い

て何 も問 題 が なか っ たの で す。 ず うっ

とそ の気 持 ち は 続 き ま した 。 そ して,

心 配 な こ とが あ って も話 をす れば,そ

れ はい つ も解 決 され てい きま した。

今 は結 婚 して ほん とうに よか った と

心か ら思 い ます。幸 せ に幸せ を重 ね て,

その こ とに よって神様 にご奉仕 で きる人

生 に したい と心か ら願 って いる ところで

す。(かたおか･ち ほの 日曜学校 教師)

指導者の導きに従って
｢真剣に結婚 について考えているのなら,

一人はすてぎな兄弟を見いだせたと思いますよ｣

町田ステーク町田第一ワー ド

山田百合香

結 魁轡 謄 慧説 ミ･
わ た した ち は1994年5月 の 神 殿 交 流

会 で初 めて 会い ま した。この 交流 会 は,

松 下泰 洋 兄弟 姉妹(現 神 戸 伝 道部 長 ご

夫妻)の 主催 で行 われ ま した。

その ころの わ た しは,結 婚 につ い て

山田ご夫妻

真 剣 に考 え てい ま した が相 手 を見 い だ

せ ず,松 下 兄 弟 に相 談 してみ ま した。

わ た しな りに ま じめ に結婚 につ い て考

え てい た ので す が,松 下兄 弟 は｢あ な

た は言 葉 だ けで,言 って い るほ ど結 婚

した くな い ん じゃ ない です か 。 あ なた

よ りも真 剣 に考 え てい る姉 妹 は た くさ

ん い ます よ。 神殿 交 流会 に 出て み ませ

んか｣と 言 われ て参加 しま した。

主人の方 はというと,や は り彼の当時の

監督さんに勧められて参加しました。しかし

交流会のときは,お 互いあまりぱっとしない

印象で別れました。その後すぐ,松 下兄弟か

らのフォローがあって｢す てきな兄弟はいま

したか。ほん とうに真剣に結婚について考え

ているのなら,一 人はすて きな兄弟 を見いだ

せたと思います よ。その人の名前を書いてわ

たしに教えて ください｣と 言われました。

今 思 う と,松 下 兄 弟 の この 言葉 で今

の主人 を見 いだせ た ように思い ます。 し

か し交流会 の後 は,た まにデー トを した

り,電 話 を した りとい う程 度で大 きな進

展 もな く,月 日が流 れて行 きました。

1995年 の 冬,わ た しはい つ もの よ う

にク リス マ ス カー ドや年 賀状 の準 備 を

し なが ら彼 の こ と を思 い 出 し ま した 。

しか し彼 の住 所 をな く して し まった こ

とに気 づ き,彼 と同 じワー ドの兄 弟 か

ら住 所 を聞 い て カー ドを出 し ま した 。

そ れ か ら連絡 を取 り合 う よ うに な り,

お 互 いの気 持 ちが確 固 た る もの とな っ

て,1996年7月12日,東 京神 殿 に お い

て結 婚 し,現 在 に至 って い ます 。

結 婚 前 と後 では,お 互 い の こ と を思

う気 持 ちが随 分 変 わ り,も っ と理解 で

きる よ うに な りま した。 あ る既 婚者 の

方 が わた しにお っ しゃ った言 葉 が あ り

ます 。｢結 婚 は や っ ぱ り して み な い と

分か らない もの よ。｣

あ ま り家 庭 の 愛 を知 らず に育 っ た わ

た しで す が,小 さい ころ か ら自分 の家

庭 を持 つ こ と を 楽 しみ に し て い ま し

た。 や は り福 音 に よ って結 ばれ,永 遠

に一 緒 に い たい と思 う と き,神 殿 結 婚

のす ば ら しさ を改 め て感 じます。 神 殿

結 婚 に導 いて くだ さ った指 導 者 に心 か

ら感 謝 してい ます 。(や ま だ･ゆ りか

扶 助協 会 教 師)

電話と手紙のやり取りを通して
地理的な問題もよいコー トシ ップの期間に

名古屋西ステーク高畑ワー ド

白井利典

た した ち は,昨 年2月16日 か ら

わ 18日 の神殿 交流 会 で 初 め て知 り

合 い,同 年8月24日 に東 京 神 殿 にお い

て結 婚 しま した。

わた した ちの場合 は,神 殿交 流会2日

目の活 動前 に少 し話 を した こ とが き っ

か け とな り,そ の 日の 午後,気 に入 っ

た人 の名前 を記 入す る リス トに は1番 目

に お互 い の名 前 を書 い て い ま した。 そ

聖徒の道/1997年2月 号
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の 後2時 間 ほ ど都 内 で デ ー トを しま し

た。(そ の直後,彼 女 は所 用 で仙 台 に帰

って しま った ので,こ の と き実 際 に会

えたのは2時 間半 ぐらいです。)

そ れ か らは 約1か 月 間,電 話 と手 紙

で 連 絡 を取 り合 い,2回 目に東 京 で再

会 した と きに は,お 互 い 結婚 の約 束 を

交 わ しま した。

こ こで少 し交 流会 の印 象 をお 話 しす

る と,多 くの既 婚者 の兄 弟姉 妹 が とて



ετ

呑一レ引/年一□

耳1葦kり呈Ω∩着遭Q斗♪:∠爪6と△∠rl6

曳灘_

り醗,

1:華獺

墨蜘済慧1'll
l欝

。4つ罫へ立〆ソ融Q狙コ》瀦弔一).羊1

回⊃1箪i羊(∂瞥勤(ラΨ尋馴鋼蛋。マつ季

》鱈⊃lQ瀞x乙滋×ドム×r14`)41回

⊃1×ム×fl4弘等昆饗掌用･)ア･へ呈`つ

製孝士さ立寸紀4×y⊃1(》ぞ2影晋(∂昇;

彙昌拝用届･へ呈≦).!y粟掌犀輩尊`一4

yコミ3曽辱判張胆`口願罫(∂回金

。幸ユ(拠¢(2(4コ轟

臨』1贈

灘

最
ヨ吾944割翻ε`z弘:車`戻キ1銘診算妾

`コ氷宰身`宰腿単(069(き尋譲尋。4

つ季算4幽⊃1⊥(∂轟蜘マ[け劇姻(訴¢尋

φ`摯).64宗コ翻幽(∂ユ幸鰍(∂回金

。幸準丸へ}つ孝願呈ゆ腿単号…与毎`}(ン

射孕曳へ圃⑦2コ9:f9勲妙》廟:⑦箪窮

`)
.マ塁;孕翌壱難(∂(き日`宰鰯⊃1亘111難

コヒ　ヰ

`コ餉箔コ9:f⑦莇毘`マ;ε`コ卵目母

なニ　しザ

2コ9劔潔畢製葦才剥誰(∂謡zコ毎

。〆ソ吾準Q(季宰1弘管昆(》(∂9.兵雁興

}G季労き字新蝉皆晋⑦由φ県`(ラ･¢喜

3。.喜ユ釧呆年町9【へ}銘雲繋聡払～餌町

【へ罰〉･字⊃R`需葺酎o糊蓼=F罵年q仁
セ　け

`票鰍9吾
;塁つ由谷4宴墜つ型コ毎14乙

れヌ　ヰ

ー中名`'肖コr頑り獅⑦粟毒⑦涛ユ町膨

`翻博(∂累製(∂まき士¥2剴酉1瑚1[俘`罰

畳(∂蜥zk網十尋¥罰`口腿年恥男善II鮮
。4つ準銘(耗奏字｢×

/(･/凶乙く

勲婦薦｣･舗,1習認加

｢∠!=!1∠∠ン=[r･Ψ1盈`｣

琴蟹≧…(り判･4･判岳､り呈

⑦釧呈阜恥既1傳

歪;辛⊇#甲

φ

瀞

毒灘叡
～

(智考

等曽事昇;智Q⑦∩?へ∩⊆　∩)。〆ソ吾

皐》を}G期母需コ(}享石擢4/lr孟乙

4(∂〉多(き3融一`}つ萸縁》製葦嶺

瞬撃(趣¢辞コ。幸季Q辞}つ鰍劉Qア

･り一fに拷阜(∂乙惹〃×r(∂号製葦4G

鼻詳〉ユつ圃Ψ私へ等田⑦立嶺巾ま。.昏

準箇}頑詳マ【へ二).吾(ラ慕母々日⊇!'畔粟

豊附`66つ鯉畢⊃Rコ4マ等Q療コ

冒蛛搾首).つ蟹母》製葦(∂コ`勲く7 ア(1γγ1

。マつ

準勲尉傷彰孝日(2勲誉母竿製(∂(汐團ρ

旱ま(∂呈4旱砦立櫓曝`(嚢¢尋丸へ号Q墨孝壷

(∂呈き耳シ劃遙(∂氷参k勲ユ嬰窮}つを04

つ準曳へ}勲4つ'尋'と射6日器(∂影旱ま算

諺宴身`(}).曳へ寧ゆ■糊翠コ卵詫塒`2

Q4丸へ詳マkへ}つ孕く×惹/1(∂§拳旱ま

嶺雌藤葺ユ算壬尊二(∂尋灘`Q詳ツ裂母

斗×ギ嬰(∂｢影畢⑦マ妾(∂日｣勲葦難

4準`Q尋⊃1安ア9ぞ懸謡量;孕･(×孤

4(∂｢影旱ま⑦マ雍⑦日｣マつ製吾弘寸

一τ遜♪遜×/(♪}04`¥n49

。喜郵へ宙;～マG尋⊃1囲脂⑦ム孤4

寸一[:kへ冒}62コ傷4つマ儲`ア1臨

幸日(∂⊇`き¢/ソ吾準τ孝つ(象49(聖(蚤瑠[劉

尋ら晴[町4つ9⊃粋へ考叩⑦尋製葦

。4つ準勲裂母剥葦(∂鉱融生

`嬰聖誰(ラ確壷尉勲ぞ(季。〆ソ吾皐
【へ}

σ等4つ謡融曾マ塀ア1ユ準¥影旱当`(ヲ

44!1立()留叢尋吾畔号穿茸ω章鰯

辮[麟ヨ(ラ勲σ摯)回Z`1⊃1留頃吾頑吾

勲(oこ!マミヲ⊃闘話`⊃湖(∂ユ準9.昏騨

融二).融孝囲臨鰐勃⑦目｢49鰐尉(o妾

。喜郵へ笛

コ安恥へ尋翠にレ醗[劉3重1算妾翠1[劉鯖鵜

葦`弘(∂享季Q畔}σ翼孝ケ日尋吾幸

ユ季曵泊4畔`つ享弘湯圏尋巌摯}ぞ

)<ヘコ器一`ア,(44りマ(審⑦罷尉旱当

。享皐

頃劉旱輝1肛ムん49亜コ影旱ま).融尋→

一忌(ρ回凝コ9:fa図`(》}つ製宵尋

Y箪(∂営峯激(∂Q團Q4つ季q尋コ算

製尋をア(か}コ鞠目`4(巽マ(∂平図昇

6射濠醒耳埋鳳回`き¢4り立姻迅kへ古

⊃14i雛29》}穿9呈9妾○マつ季Q

望(》写瀦いへ不¢(∂尋¥玉¥コ9マ《〆

霊1`(潔マ･へ古ぎ¢掬昭⊃lQ季(牢`ア1(き4

Y箪･へ尋掌にレ曽等聯。マつ羊(汐迅尋量4

畢⊃1潟目･¢1鰐(懇偽へ号田(∂二).劔罎

。4つ季冬立
§¢マコ9喜

騨毒ウ(4癖導尋轟当誰9首当瞬溝`〉

多Ψ願興(∂》融E!日(》∀一み(Σ穿〉

}マ肯孝等;裂⑦【へ等;田尋蓄目`勲}り

マ量M(∂琴嬰藁04つ弘丸へ量曾穿(ラ(圏

摺埠Ψ摯琢⊃1一τ壬4乙一a⑦:筋獄マ

σ雲詳〉}(ン賜}(圏"孝･り･4々阜⑦瀞

嬰租窪`き字マつユ暴¥宰1章車`目県

。喜罫へ).マ真孝マコ4

6尋(》コ》鱈いへ恥ヘマQ尋⊃堆葦¥尋

9ア⑦コ4(ヌへ`(》(44つ4畔Qこ!つ

季つマ丸へ籐劉⊃四コマG鼻評〉}つ母

嬰租穿(o昇u4響>4習マ季`コ･り'穰(表



雌

器
聾
　輯
議
謡
薫
襲
蟹
蕪

｢デ ゼ レ ト･カ ンフ ァ レ ンス｣以 外

の 若 い 女性 の活 動 の 一つ と して,『 か

ら し種 』 とい う タイ トル で新 聞 を発 行

して い ます。 こ こで は各 支 部 の独 自の

カ ラーで 若 い女 性 の証 や 活 動 を分 か ち

合 っ てい ます。

｢か ら し種 一粒 ほ どの信 仰 が あ る な

ら… … あ な たが た に で きな い事 は,何

もな い で あ ろ う｣(マ タ イ17:20)と

｢デゼ レ ト･カ ンフ ァレンス｣に 集 った釧路地 方部のユー スと指導者たち

い うテ ーマ 聖 句 を掲 げ,様 々

な活 動 に よ り交 流 を深 めて い

ますが,遠 くて も努力 す る こ

とに よ り,良 い 結 果が 生 まれ

る こ とを実 感 して い ます 。

各支 部 の 会 長 会,支 部 長 会

の協 力 と,主 イ エ ス･キ リス

トの 見 守 り の 中,｢デ ゼ レ

ト･カ ンフ ァ レ ンス｣を 無 事

に終 え る こ とが で き,心 か ら

感 謝 し て い ます 。(レ ポ ー タ

ー:木 戸 由美 子
,釧 路 地 方 部

若 い 女性 第一 副 会長)

キリストを象徴する教会堂に
阪神大震災の混乱の中から

神戸ステーク北六甲支部

長沼雅仁

,の 支 部 を訪 問 す る と,『賛 美 歌 』

r｣2番 『山の 上 に』 の歌 を思 い 浮

かべ ます｣と 神 戸伝 道 部 の松 下 泰 洋部

長 はお っ し ゃい ます。 昔 の 開拓 者 た ち

が越 え た ロ ッキー 山脈 の ミニ チ ュ ア版

の よ うな感 じで,六 甲 山脈 を越 えた神

戸 市 北 区 と西 宮 市 の 北 の

境 に,約5年 前,こ の 北 六

甲支 部 は設立 され ま した。

北 六 甲 支部 は,1991年5

月5日,神 戸 市 北 区,西 宮

市 の北 部,そ れ に三 田市,

鈴 蘭 台 方 面 か ら の 教 会 員

が 集 い,約50人 で 始 ま り

ま した 。 当 時 は ビ ル の 中
せい

に あ る 体 育 館 を借 り,聖
さん

餐 会,続 い て 間仕 切 りを

して 部 屋 を 作 り,口 曜 学

校 や 初 等 協 会,神 権 会,

扶 助 協 会 な どの ク ラス を

開い て きま した。

夏 は 暑 く,冬 は 身 も凍

る よ う な寒 い 集 会 所 で し

た。 そ れ か らの4年 問,転

入 会 員,改 宗 者,活 発化 な どの働 きか

け に よ り平 均 出席 が100人 を超 え る よ

うに な り,1995年1月 に土 地 購 入 が 決

定 され ま した。

わ た したち会 員 が とて も喜 ん だ矢 先

の2日 後,阪 神 大 震 災 に 見 舞 わ れ,喜

びは 混乱 へ と変 わ りま した。 会員 一 人

一 人 の献 身 的 な犠 牲 と奉 仕
,祈 りに よ

り神 戸市 の 復興 も進 み,そ の年 の12月

くわ

23日 に｢鍬 入 れ 式｣が 行 わ れ ま した 。

この と き堂 ノ 本 勉 ス テ ー ク 会 長 よ り

｢震 災 で わ た した ち の心 は揺 れ,困 難

な状 況 を経験 しま したが,こ れか らは

この教 会 堂 の土 台 と同 じよ うに,神 様

の 強 い土 台 を わた した ちの心 の 中に築

きま しょ う。 そ れ は わた した ちの神 様
あかし

に対 す る思 い,信 仰,証,そ して キ リ

ス トに対 す る知 識 な どに よって 築 き上

げ てい く もので す｣と,わ た した ち の

生 活 の 基盤 は救 い主 の 教 え であ るこ と

を再 度強調 され ま した。

そ して,こ の 度七 十 人 のL･エ ドワ
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